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ト マス・マンにおけるモデノレの問題 3 
ものは，その外貌と話しぶりのみであるが， しかしその
見事な類似ふ、りは，1ハウプトマンの奥さんのマノレガレー






































































































リヒ・マン， トー マス・マン， ユーリア・マン， カノレラ・
マン， ヴィクトノレ・マンの五人である。そしてこの末弟
のヴィクトノレ・マンが『われわれは五人であった』とい
うたいへん面白い自伝を書いている。これは自伝である
が，著者がマン兄弟の末弟であるから，当然それはマン
家の物語になっており，すぐ上の姉カノレラ・ 7 ンについ
ても詳細な記述がある。このヴィクトノレ・マンの書いて
いるカノレラ・マンと『ファウスト博士』におけるクラリ
ッサ・ロッデとを読みくらべてみるならば，この二人が
まったくの生き写しであることを疑う者はまずあるま
い。違いといえば，小説上の結構からくるものを無視す
れば，弟であるヴィクトノレ・マンが，姉の死の原因を遠
慮がちに，筆を柔らげて書いているところを，トーマス・
マンが，その作家的慧限の見抜いたままを容赦なく書き
記しているだけのことである。
この間の事情についてはトーマス・マン自身が. rフア
ウスト博士誕生jのなかで「六月(一九四六年一一筆者〕
の半ばにならないうちに，第三十五重量の，気の毒なタラ
リッサの運命を，体験通りに，と言うのは，わたしの妹
の身に起った事実に基づいて自由に書きはじめたが
"'Jと書いている。「自由に」と限定されてはいるが，
Fラリッサが文学作品中の一人物である以上，その構成，
叙述が「自由」であるのは当然のことであって，上の引
用文の重点が.r体験通りにJ.あるいは「事実に基づい
てJにあることはいうまでもない。前にも述べたように，
モデノレと作中人物とのこのような関係は， トーマス・マ
ンの全作品中これが唯一のものであるが，彼が実の妹の
悲劇を作中人物のうえにありのままに再現することを敢
えてしたのは，この作品. rファウスト博士』にたいする
彼の取り組み方， とらえ方に由来しているということが
できるであろう。トーマス・マンがこの作品をどのよう
なものと考えていたかについての発言は，これまた『フ
アウスト博士誕生』のなかに数多く見ることができる。
それらは例えばつぎのごとくである。
「一つの生涯の全体を素材として取り入れた創作，一
つの生涯の全体を，半ばは心ならずも，半ばは意識的に
努力して，綜合し，集中統ーしているもの……」この作
品の「自停的雰閉気Jrわたしがこの企て aファウスト
博士』を書こうという企て一一筆者〕を前にして尻込み
をするのは，これまで、ずっとこの企てを自分の最後のも
のと見なしてきたからなのだ…"'Jrこの終末の小説
…ー Jr不気味な構想の基礎になっている一切の直接的な
もの，個人的なもの，告白的なもの……Jr秘密の作品で
生涯の繊悔だというこの作品Jr現実やら自分の生涯の秘
密やらを挿入しようという覚悟…一Jr徹頭徹尾告白であ
り生涯を犠牲にするものであって，一切の顧慮を知らな
い， というような作品-….J rファウスト博士』には，
わたくしの生活感情が何としこたまに含まれていること
だろうか。結局のところ，これは一つの過激な告白であ
る。Jrこの作品を遺言と見なすわたくしのひそかな考え
方……Jr……それにしても，生涯の秘密をこめたこの作
品が公表されて，多数の本のなかの一冊として世界じゅ
うどこにでも存在するようになるという考えは，相変ら
ずわたくしの心の底では縁遠い，摘みにくいものだった
のである。……J
このように「生涯の俄悔」であり「告白」であり. r一
切の顧慮を知らなし、」ような作品，あるいはまた「遺言j
とみなされ，執筆中はこの作品の公表さえ考えなかった
というこの作品にあって，妹の悲劇が事実に即して，容
赦なく作品のなかに書き写されたとしても，読者として
はなんら不思議とするにあたらないのである。
しかしだからといって，タラリッサ・戸ツデが『フア
ウスト博士』のなかで，前出の『小兵営』ふうのモテソレ
小説的モデノレに堕しているのでないことは， こと改めて
述べるにも値しない。クラワッサ・ロッデは「有情化」
によって. rファウスト博士』中の一人物として，淳然と
して作品に融けこんでいるのであって， トーマス・マン
が~ューベッ F 市民と『ブデンブローク家の人々』と
について述べた，前出の言葉.r私があるものからある文
章を作ってしまったあとーーそのものと文章との聞にま
だどんな関係があるというのかJは，このクラリッサ・
ロッデについてもあてはまることは，これまたいうまで
もないことである。
話は変るが，さきに長々と引用した.rファウスト博士
誕生』中の『ファウスト博士jIこ関する発言のなかの，
「機悔j とか「告白」とし、う言葉は， トーマス・マン自
身と関連して，どのように「機悔」であり「告白」であ
ったのかは，これまた重要な問題であるが，これは別の
機会に改めて考えてみることにしたい。
(受理昭和61年 1月25日〕
